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I 

戦後に至って，インドネシア社会の社会学的研究の主

体は，オランダからアメリカに移行し，研究方法に関し

ても従来のインドネシア社会を歴史的・法1IJIJ的に理解し

ようとする方法から，社会人窟i学的方法を用いて，ー地

域社会の全社会過程に関してデークを収染し，ここに働

いている諾因子1郡］の相互関係を明らかにしようとするケ

ース・スクディtご直点が移行した感がある(tl;1)。もちろ

ん，アメリカのインドネシア研究は，従来のオランダ人

による研究成果の荼ぶiの上に立って（たとえばコーネル

大学にはオランク面の文献を紬沢するブロジェクトがあ

る）行なわれているものである。また戦後におけるイン

ドネシア社会の念激な社会変動は，既存の胎史的・法制

的な設察では十分にとらえられなくなってきたので，も

っと基礎的な構沿変化についての多角的な社会学的アブ

ローチが要求されるようになり，アメリカはもちろん，

インドネシア国内，オランダ，イギリス等の研究者によ

る研究成果が最近あいついで発表されている。

ここに紹介するバーミエの論文も，ケース・スクディ

の方法に基づいて， 1951-53年の2カ年にわたって著者

が中部ジャワの 2祁市において行なった調査の成果で，

中心課題であるジャワft族の地位と↓龍力の相関関係が，
かれらの具体的生話過程の中でいきいきと分析されてい

る。

(tl:l) この種の研究で蚊近単行本としてtlt版され
た論文に，つぎのようなものがある。
(1) Clifford Gecrtz, Religion of Java, The Free 

Press of Glencoe, New _York, 1961. 
(2) —, The SociolCo9ilezt ofEconomic CI'“’'gc, 
MIT, t956. 
(3) 1-1ildraI Geerlz, TIIC. uancse Fomily. Frec 

Press of Glencoe, New York, 1962. 

(4) Slice G. Dewey, Peasant lvlarlwting in Java. 

(5) Robert R. Jay, Religion and Politics i11 R1ヽral

Central Java, Cultural Report Series No. 20, 

Southeast Asia Studies, Yale University, 1963. 

芸評

(6) Selo Soemardj.m, Social Clumges in jogjallarta, 
Cornell Univ. Press, New York, 1962. 

II 
本苫の構成はつぎのようになっている。

第1章ーインドネシアの概況第2京ー地位体系，第

3窄一目的と方法，第4究ーある小都市の社会的特性，

第5卒ージャワの Regent, 第6窪ージャワi't族の地位

と1飢緑関係， 第7卒ーRegentとその森たち， 第8窪一

栂方の地位ないいfll緑関係と官職，第9窄ー役困と名狩，

第10卒ーi't族と官吏，第11箪ージャワ人と嘩（紺の関係，

第12窃一臨時地方国民謡会，第13浮一官吏問の非公式の

交際，第14平ー地位の一般的承認，第15究ー権力の演渡

(Transmission of Power)。

以上の各箔の叙述の展開はつぎのように要約できる。

まず著者ほ地位と椛力にI:¼!する理論的枠組みを設定し，

ィンドネシアの地方地域社会の四つの指群者荊（インド

ネシア土沿のi't族，ウラマー，官吏と華（森社会での指蔚・

者）のうち，とくにジャワ・i’t族に焦点をLぼりながら，戦

前柑（民地官僚として持っていた権力を独立後失ったかれ

らが，どのように権力の回復をはかったか，またその過

程で他の指恐者集団との問にいかなる関係を生じている

かを分析しようとする。この調査のために，比較的社会

変動が級慢な都市と，より急激に変化する都市を対象地

域に選んだ。そして著者が想定する113地位体系がいかに

変容しつつあるかを観察して，地位体系の変化に関する

一般的傾向をとらえようとするものである。

木也の内容的構成は箸者の問題関心に従ってつぎのよ

うに分類できる。

1. 第1箪～第4窄＿著者の想定する権力と地位1こ

関する理論的枠組みに従っ:-c,戦後におけるジャワの四
つの指羽者附の地位と権力をいかに相OO的に位mづけで
きるかという問閣関心と方法の結びつきが述べられる。

2. 第5浮～第11箪―この部分は人n8000人の都市

における凋査の成果で，著者が設定する 4指打者翔のう

ち， ジャワ・i't族に焦点をしぼって，その地位と権）Jが分

析されるが，さらに内容はつぎの三つに分類して考える

ことができる。 (1) 第5窪～第8¥ー一ここでは主とL

-c, 「戦後，植民地官似としての地位を失っても， i't族
は過去の権力を維持しようとするが，その楊合にかれら

の社会組蔽（特に婚姻制度）がいかなる役割を果たして

いるか」 (p.18)を統計的基礎に基づいて検i甘している。

(2) 第9ti!―ここでは「政治的・経済的にかれら (ft
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香評

族たち）にとって不利な現在の森採の中で， i函い地位を

保持するために，かれらがいかなる努力を｛寸らっている

か」 (p.18)の問題が閥在されて，実例が示されている。

(3) 第10:t;(～第11菜―-―ここではジャワi1t族を中核とし

た各指迎者問に新しく生まれてきた交際の事梢が調在さ

れる。

3. 第12派～第131歪一ー一この 2漱において，濶査は焦

点がそれまでの地方小都11iから人口 8万人の中都市に移

り，そこでの地方l司民謡会と官吏Iiりの交際が調査される。

4. 第14昭～第15棠―—以上の観察をジャワ社会全体

に押L広げてみて，西ヨーロッパ的シンポルが指羽者の

沢格または要件としてますます普迎化することによっ

て，地位と権力との相関関係が変容するという一般的傾

向について述べている。

III 

以下では上の分類に従って，内容の要点を紹介するこ

とにしたい。

1. 〔第1)．:-;：～第4党） 著者によれば，地位とは「條

人の法的幣在能力つう；り汰的権利と義務を遂行する力の

総計である」 (p.10)。この地位はさらに二つの下位概念

—陪M的地位 (Class Stat us)と社会的地位 (Social

Status)··—ーに分かれる。階｝情的地位とは生産機構の中で

ある所得陪刑に位匠づけられた地位，つまり「布効盆要」

の大小で決定されるものであり，社会(1,:]地位とは消毀生

活における生活様式，あるいは硝股パク・-ンにおけるあ

る地位をさしている。普通これら二つの地位体系tこおけ

る位骰は，相対応するものと考えられるが，ある社会状

況においてはこの対応関係が破製される楊合がある。そ

してこの場合tこはかならず二つの地位の平衡化への動き

が生ずると著者は想定する。この平衡化を実現さ4がるも

のは権力であり，椛力とは「偲人あるいは集団がその目

的を達成する能力」 (p.10)である。箸者はこの仮定をイ

ンドネシアの地域社会に透用して，匹つの指迎者、M（特

にジャワi't族に分折をしぽりながら）を区分L,その権i

力と二つの地位との相互閲係をとらえようとするのであ

る。

2．の（1) ［第5I;i:～第8迎〕 箸者が本論で迩べる伐族

とは，古くヒンズー・ジャワ王国の王族の1(u統を引くと

信じられている人々で，杖［民地時代に「郡 (I<cpatihan)

以上の行政地域の長官であった者のみ」をさしている。

すなわちlfil統の正当性のみでほ， i’t族の仲問入りはでき

ないのである。たとえば汎族の血は弓lいても，政府機構
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から離れて， 商人などになったものは Parriklir （非官

吏）と呼ばれて，毀族社会には参加できないのである。

このように投族の範囲を限定したうえで，威侶の低下の

防11:lら政献したものとし＿C,帯和訊浪噂度を考察する。

沢族府は正爽のtまかに何人かの妾を持つのが迎例であっ

たが，花要には同地位の家柄の女性を「公務上の配偶者」

として姿る例が多く，両家の交際は家族ぐるみで行なわ

れ，質族としての交際がほかられたのである。·~力，第

2夫人以下は通常下位の地位にある家から配偶者が選択

され，配偶者間の偲4人的関係な出て家と家との結びつき

に発股することはなかった。以上ほ妍姻制渡に関する分

祈の中から一例を紹介したのみであるが，この個所にお

ける労者の分析は非常に詳細で説得的である。

2．の（2） （第9党） 戦後：こ？t族ほ腑民地官僚としての

権力をiiく布されるが，かれらにとって深刻な打り代は経

滸力の喪失であった。なぜなら社会変動はかれらに伍す

べき新指2!t者を誕生させたが，地位の点では依然として
•i't族が頂点に位既する存在であったから，かれらは経済

カの低下にもかかわらず，社会(f,)地位を保持するために

多額の出1収を余議なくされたのである。署者はここで
恥tik徹物業を岱む 1•i'し族婦人の楊合を詳細に競寮する。

Batik織物はジャワ固布の伝統的衣服のための織物で

あるが，かの女が生迎するのは閲級品に限られる。した

がって頻客は，一般の民衆ではなく，伐族その他の上舟

附級のみで，商い社会的地位のシンボルとして必要な製

品なのである。かの女が投族であることは上のような顕

客の獲得に非常に役立っている。またかの女の威侶のゆ

えに企業沢金の借入も容易になる。これは信用の間類の

ほかに，衰族との接触が賓金提供者にも利点をもたらす

ことによるのである。このようにして地位は椛力（この

場合にほ「経済的パワーJ)を招来するのである。

しかし，その権力には限界があると落者は考える。な

ぜなら，かの女の恥tik生産：＇・よ良買のものに限られてい

るからである。もし．大恥こ安(1Uiな恥tikを（固内、向け

に一一評者）生産するならば，それはかの女の地位：こ悪

影勝をもたらすのである。

2．の（3) 〔第10平～第11箪〕 ここではまず指郡名のit1

如 JのI切起が扱われる。一般に権力の基礎は，大衆に対

する有効なシンボル総作に依存するが， 4指祁者膀 (ft

族，地方官吏， ウラマ←・，鄭詞：会での指群者）のうち

l司教徒指迎者 (Ulomn)はインドネシアのほぽ全土をおお

渥教徒に共通に訴えるシンボルを操作することができ

る。ただその指郡力は宗教的分野に限定されている。 •it



族はイスラム文化よりはジャリ文化に対する愛祈が深い

点で，その指祁力に地域（Iり限界がある。地方官吏は地位

ヒエラルキーの,11で協い地位を有するにもかかわらず，

；との西欧的志lfij性の社il虹のゆえに，現住民から離反して

いろ。これらの鋲団のうち， 11t族と地方官吏の交際を，

恣・者は公式的および非公式（lり交際の2「f!iから考察する。

公式的交際というのは当時この都rliに設胚された二つの

委且会(-・一つはこの都市に駐屯した'.ift政の告別バーティ，

一つはマホメットの昇天祭の臼者への慈部行事を計画す

る各委員会）における委負I}＼］の戦務上の交流である。こ

の公式的交際（ま非公式の交際にまで発展する。たとえば

伐族の結婚式，ある初等師範学校長の息子の割礼式等に

おいて両者は接舷する。そして著者は，これら 2虹団IHJ

の渕係を対立的であるよりは，概して友好的だと判断し，

その原因を教育水準の共通性，生活様式の共通性等に求

めている。

最後に．I-．記3老とは媒なる指群者である華低社会の指

荘者が考寮される。華（訪社会とジャワ人社会は，おのおの

異なる地系位体の存在する社会であって，おのおのの船

函社会染団から雌れて他と交流することは，その畑屈集

団内における地位の低下を謡味していた。ところが，戦

後にいたって，両社会の指迎恣阻l(}）交際が雁屈集団内で

の地位の上外をもたらす要因の発生をみた。たとえば，

伐族 Batik菜者の場合には，その染色過和でかならず旅

（船の協力を必要としたし，また西欧的生活様式を絆．持し

ようとする官吏しま， 1帥低から受けた経済的恩恵の代trtに

商業許可因や特権をかれらi'こ返礼として与えた。

3. （第12卒～第13迎J人口 8万人のこの都市には戦

後RegencyCJ.m, Residency Gfi)の首府として，前述

の人l-18000人の都市に比較して，より急激な社会変動が

みられ，前者の都市には存在しない新指郡屈（地方国民

誠会議員と数多くの官吏）の出視である。

著者はまず磁具の党派別描成を調べた結果，イスラム

政党が圧側的多数で，その社会的地位はあまり庇くはな

く，総じて若年者が多いことを指旅している。またft族

の称号を有するものは，わずかに行政長官とその内記の

みであった。つぎiこ苦者は官吏i廿1の私的な交際偲係を調

ぺた結果，その交深が同依ないし伺戟棠の者に限られて

いて，官吏問に染団としての仲11・り慈識がいまだ未発逹な

点を指摘しているc

4. ［第I4浮～第15意〕 ここでは，地位と権力の変容
t 

の一般的佑向が述ぺられる。まず箸者は，指就者の形式

的な地位が承認されあう場である種々の集会（国民的祝

苔評

日，宗教的袋式，党大会）に注目して，指母者を三つに

分類する。 (1)国家的ンベルの地（立集団，（2）部分的宗教的

地位染団，（3）部分的憔俗的地位集団。これらの梨団は従

来おのおの独自のシンボル採作によって，各自の地位を

維持してきたのである。ところがインドネシア社会と近

代社会との接触が租接iこなるにつれて，西欧的匝値餃が

普迫化してきた。したがって社会的地位の高さも西欧的

価値払脚・こ茄づいて決定されるようになりはじめ， 「地

位の椋哉」としての象徴が同質化する餡lUJが生じてきっ

つあると賭者は考える。また，この同11化の速庶は，牧

脊の抒及によって早められ，権力が従来のごとく少数者

にのみ独占されることはなくなってきつつある。署者は

この現象を 「権力の演渡」 (Transmissionof Power) 

を促進する過程であると考える。つまりこの楊合に著者

が考えている権力とは，出生と結びついたかぎりでの僭

人の能力tこ非‘常に近いものとなり． したがって従来少数

の指羽者屁に独占されてきたシンボルが教育の普及によ

って多数の者に移行し，無慈味になることは， n能力の
浪渡」と考えられるのである。

IV 

本因の表迎ほ「ジャワにおける・・・・・・」となっているけ

れども，内容によって明らかなよう！こ，木苔は地方都市

における社会的威付の研究である。したがって，ジャカ

ルクのごとく権カニリートを瓜点として権力．構造が形成

される大都rliゃ，土地の所有渕係と密接に結びついて政
治・経済構造が形成される村落社会を考l.m.に入れると，

当然地方都fIiとし砂＇しなる佃値恭準で社会が J威侶が決定さ

れる社会が存在することが予測される。

ところでこのような地方祁ilitこおける社会的威侶の研

究が全インドネシアの固民社会のレペルでその社会構

造・政治梢造との関係でいかなる有効性と妥当性を持ち

うるであろうか。この研究は地方的範囲内でのみ有効な

社会的威信を持つにすぎないti碍者形の分析をもって，

ただちに全ジャワ的なものtこ匠きかえているのである。

これら地）J的指羽者をいか：こ染秘してみたところで，国

家的な指母者囮の全体像を理解することにはなりえない

のではないか。

府を全国的権力構造の中で位翌づけようとすること i•こ｝ま

向けられていない。

（アジア経済研究所洲在研究邪第2濶査室松尾大）
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